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春植甘燕の催芽蘭による増収法試験

金 城 箆 ･･吉 元 施

(琉 球 虚 業 試 験 場 名 護 支 喝 )

1. は し が き

琉球に於ける甘燕の仲村両税は 62/63年卿の甘#･蕗胎

刊 豊舵 よります と､18.390haで令鎌の畑炉両税の 5314

,cc'肌 IJ,L.39.6,00'榊 〔榔範かに7,cc/の′J欄 であるo

粛脚は畑地の描既利和からすれば堤臓甘膳より退かに

1J刊である｡にも抱わらす感触甘獅 柳 が増大せぬ横間

紘/厘毛.･収rたがnrI馳100に対 し春的60の比率の割合で 寮椴

一汗脈のLLlJjLf:収爪が少vlためである0番紡甘瀬の澱収の損

料 1J･J抑凶は植付幡卿が耽 喋の究銀糸件の低温期であり

川 瀬の珊瑚租 庇は26･oC),雅甘脱皮が不足のため､華
-N･L俄 か延びでEr肺の銀背郷間が爆縮されるのが絃収の
叫関と想粧して維老壮客船甘酢の増収故の一つとして番
地†噸Eni即棚 (蔓肥黙利用に よる肺問の発芽を促し､低温櫛
納付Lr刑の 働糊E晒 及脚 収効月i･の 膨野を散財する允め
61/60和樹と62/61年Jmまでの 2回のfk験 を試みたので､
を抑 冊 JrJq的な町 t再一る｡

閏JIJ七験糾 fr)に'JH川叫抑JJ.-ほ 御lui''ilを舶 った北郷地

区腿故普及柵躍動折尾 と当菜壕の島村支場長に傑 く謝意

を衆する｡

2. 材 料 及 :方 法

(1)秩.拭品種 N‥CO310

(2)髄野地鼎乱lヨ笛令1枚区2月5日閲令1.5枚区1月30

.日笛令2枚区1月25日常令2.5枚区1月20日笛令3枚区

1月16日に処押したO

(3)植付月日 1960年2月16ET及1962年2月16ヒ粧 鮭芽

処理筒は随付した､標準区は3月n5日に植付した.

(Lt.)栽胆博腔 畦巾12cclnX45clnで10a当1,800本値付

した｡

(5)施肥ltT(N15kg(.7.5短 K3.75g施した
(6)惟卦ノブ法 温床はrFj120-･m長さ適宜にして北面80cm

輔耐60cmの振作を借り髄熱物として堆肥を45crn麟圧

して肥土を6Ccm の置きに敷き紫蘭をぎっしりと並べ

て庶笛の上に更に厚さ6rmの堆肥で殻うて温度を与え

ビニールで故習して抹内の温度20-25度の保温を保ち

･7,ll.るようにしたO筒は儲頭部笛を刊問する｡

乗 廉 芳 果

第1表 植付当時の笛の伸育 状況及び所帯難易

1961年平均

温 - 均適 鮎 温 度-斥 丈 桓 難易
- I

標 堆 区 1 0 0

笛令 1枚区1 25.2

〃1.5枚区

〃2枚区
〃2.5枚区
〃3枚区

0i0
9.9 I12

笥 ;:82

14-2 9.8

第2封之 ELI育及び分けつ状況

6月

4 易

1960年1961年平均･

草丈l分けつ
92.6

153.6

〟 1.5枚区 156.7

''2枚区 I 156･9

:;2恩 ;44三二≡

JljIJi:_TJ_,iSJ聖≡
2.31本

4.90

6.94

8.72

7.64

7.45

第1表 の調査結果によると温床内温床と外気の温度は

約10度の華差であり草丈の伸青は在床日数の長vl程高く

移植時の植傷みは笛令3枚区が鼠も払どかったo

植付後85日の草丈､分けつは第2衷第1図の結果の如く

草丈に於V,て標準区より催芽首区が5ccm～6L･t･m 高く常

食 2枚区を最高にして､箇命数が多くなれば草丈が低く

卦げっ状況も少くなる傾向にある｡



金妖 ･吉元 ;野帳好感の催穿萌による増収故就換 39

第3吏6吊60年期

一､＼､-､-I
ヽヽ

区 二言二､ゝ ≡'
朱

標 堆 区 Jl12,600

箇令 1 枚 区

I/ 1.5枚 区

ク 2 枚 区

00
0

0

3

0

2

3

引

H
U

長 考 ブ リ ッ ク ス

C桝
251刊7i

一

2
;:
tL'
ー

.

√
93

4

･ヽー

7

q広

一JT

5

2

2

6

0

6

4
4
4

2

人ソ
】

犯

4

32

d
■

,

ど

g

nJ30
1

"州勺

6

2

2

2

ー
l

i

l▲

l

1

~---1
I

J■･-･------･■---
I
'-

-
II-1P

I.i
(U

n
)

o

o

o

聖
水
65･0

250

350

早
.凡
且

は

.＼
0

∧U

o

･手
'..L
m

:.二
.:

ー

｢上

u0_oo取

〃 25枚 区 13,800･11.1

〝 3 枚 区 .13J800Ll-1.

第 1閣~草丈と分けつ状況

0

0

0

0

6

(ソ】

4
一

4

2

2

3

6

6

3

5

』
.

､ソ】

2

0

0

0

0

0

.4

3

2

226324205RU
甘OO5

は草丈 →′′

illl

-

輿･TE J I.5 2 2.5 3

耶 2回 61/60年期62/61年糊の牌裳Arl欧亜 花茎)塗
プ1)ック-̂の推移関係

鼠 匿名 A J# A.5堰 姦 2.i枚 i触

繍一考
蛋雅の時月族

IOOd Jl

l rリックスの時

切盛は柑座とす｡

- 】有効蛋赦

I-~~P韮農

-･- Jr蔓tJ

~一一~プlJツクス

0

7

nU

f

｢･⊥

l

r･,A

1

3

5

LへU

.4

2

りん

り.1

2

･こ

4

6

7

9

9

9

1

1

1

度;
20･,2T

5

9

0

0

人ソ7
つ
]

l

rl

鹿

95

95

2
5

9

9

∩
)

｢l

1

2

網
語

…

mg

1
7
,

りム

2016i2_1う 20･9_57"･苧oo

価
.小

1

1⊥

･1

虫U

狗平年
艶福

J詔晦
恥
i
cBA

毎
ー

4

5

日

日

日

2

4｢Ll
-
558QnUO八U602

5

7

9

2

0

0

6

2

6

7.

1

O

t･■J

1

0

0

2

J上~｢

7

6

9

9

8

1

lLJ

.月｢

nU

9

』
｢

3

1

1

-

｢-一

概 評 考 紫

(1)有効茎数 齢3衷約2図64/60邦期62/61年湖の結果
に よると標剰 宜よ り催卦笛区は基数が多 く閣命数が有
効茎数に及ぼす 膨登別ま判然 としない｡

(2)茎艮ブ リックス 滞令 ].5枚 ､2枚l茎二は標と軌薮より10･

鮎以 L細 く磯部他 粗の効 果が納あちわれであ りブ リッ

クスは甫命数の多V,糧北朝す る傾向である｡

(3) 鵡茎若鮎立 標 郵区に比 し健弊姓牒 閣区は秘めて巌

率の鳳収教示 し開令2枚区LrJ:44.8,Ob/甫命1..5枚区4.1.5/Oof

Ⅷ令2.5枚区30.1/Qb'商 令1枚区21.A,Oo'珊令3枚区19,5,cc'

の腺腫で酎令 2枚を1鋸 iよ して閣命数が多 くなれば庶

韮琉佃 は逐次掛 祝す る傾 向にある｡

(i)第3誠の結北6汗60-illl村肥 対 して62/61年棚か鼎独訳

JJIブリックス酢瀕 机は pfq'lJした醐 榊よ6欄 ,'･9)･‖ 4日

の缶凧18PJ.と10月2日の制動23Fl･の披.Kitが3.t･-,櫛紋糊の

･u'E.闇のPJjluにL形雛 L諏 収 したものと1朋 射 るO

出鹸鮮伽 から見ると伽弧附則t糊桐他 lkる練h附｣l刑の

岬Al蛸r'蹴肋は岡曲横力側臥脚でlJ州粗動別が明らかであ

る｡地政,a)慨PnJ可では苗命2枚t言舶鹿醐1榔劫JJl･t/7I:J(

きく印加 .5船舶3:これ把次いでいる,,

郷党q混LlfM順よ舵配で比つH躍川鮒uが'J/V.調紳日収

と机O榊細も庇の陶純.班:鋸 叫即 怜 l圃 舶 1fiM .引蜘舶 -L'

令 2糊 剤 J洲 悩 み関 Tf胤｣ミ劾ん LILI出 irJ:れ j:J･.小ので 兄帖 岬

(i)抽 1)'}'I'三1号な 机分 数 は 1枚～2枚-/3A.紬 比と皿 4)拙 告t,


